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　本設計は平成 28年熊本地震の際、農家の敷地に現れた震災
遺構の見学施設を対象としたものです。
　地震により、斜交する２本の断層が明瞭に地表に現れ、その
地震断層や被災建物などを風雨等から保護し、かつ、当時の臨
場感を失わずに来場者が安全に熊本地震を追体験できるよう、
変則した平面形にも対応可能なアーチ状の膜構造で覆屋を設計
しました。また、整備過程で解体した母屋を後で想起できるよ
う残存した玄関ポーチに立つと、断層や火山活動等で形成され
た山並景観を、震災前と同じように眺められるよう、覆屋の柱
数を減らし、柱スパンを広く確保しました。
　さらに、被災建物は傾いた状態のまま保存することを目指し、
木格子組などの伝統工法の応用で構造補強し、安全を確保しま
した。

株式会社アーバンデザインコンサルタント
大杉哲哉・棚町修一・小峯裕・福岡李奈・安部あすか・
江上陽菜・首藤紗奈・堤八恵子
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川地区設計～
作品概要
作品名─── 農村の暮らしと熊本地震の記憶の継承　
　　　　　　　～布田川断層帯谷川地区設計～
所在地─── 熊本県上益城郡益城町大字福原字西平1770番1
発注──── 益城町教育委員会
設計──── 株式会社アーバンデザインコンサルタント
設計協力 ── Y.O設計
監理──── 株式会社アーバンデザインコンサルタント
施工──── 　（株）真輝、　（株）坂澤建設、山王　（株）、長義建設　（株）
設計期間── 2022年（R4）3月～2022年（R4）8月
規模──── 延べ面積681.34㎡、　敷地面積1737.73㎡
主要施設── 覆屋（断層）、覆屋（納屋）、納屋構造補強

作品評
　本作品の対象地は、平成 28年の熊本地震で地表断層帯が出現した農村集落地であ
り、その後貴重な災害遺構として国の天然記念物に指定された土地である。このケー
スでは、稀有な災害遺構をどう保存するか、災害の学びの場として何をどう伝えていく
かが問われるが、応募者はこの命題に対して、①覆屋をかける、②農村の暮らしの様
子を残す、③視点場を設けて地震を追体験する、という方針を定めて設計に取組んで
いる。このうち①については、アーチ状のトラス構造を持つ開放的な覆屋を設け、素材
の色や覆屋の高さを調整するという手法によって、「風雨等の影響による遺構の破損防
止」と「農家建物と断層帯の一体性の確保」を達成している。②については、母屋跡
の保存、残された納屋の改築・庭の保存等を行っているが、納屋については、来訪者
のために、本来の部材と補強部分の部材を色分けするなどの工夫を行っている。③に
ついては、来訪者用の見学コースを設けるとともに、６箇所の視点場を設定して追体験
の場としての効果を高めている。設計に先立ってまとめられた保存活用計画・整備基本
計画との関係の説明に不足が見られたが、設計作品としてきめ細かな現況分析とデザイ
ンへの配慮がなされている点が評価され、奨励賞となった。

作品評
　本作品は刈谷市において 5つの公園を魅力あふれる公園とすることを目的として、『魅
力あふれる公園づくり構想』を策定する業務である。業務実施にあたって、『魅力あふ
れる公園づくり構想策定員会』、『市民公園づくり会議（ワークショップ）』が組織され、
応募者は事務局を務めて事業の企画・運営を担当した。委託者からは今後の中長期的
な公園政策に反映するため、市を代表する 5つの公園の 10年後、20年後の将来像
を市民とともに描くことが求められ、6回のワークショップを開催して 5つの公園の将
来構想をとりまとめた。応募者は市民に広く伝わるように構想の成果を PRする動画を
作成した。構想策定後、『魅力あふれる公園づくり推進委員会』が設置され、官民連
携による構想実現に向けた取り組みが進行している。構想策定の過程において市民が
積極的にかかわり、『多様な主体の参画による緑のまちづくり』を実現するための『人づ
くり』がなされた。公園づくりを通じた新たなエリアマネジメントの仕組みづくりに取り
組んだ業績は高く評価され奨励賞となった。

①民家の玄関前に現れた断層 (Before写真提供：広島大学名誉教授・中田高氏 )　
②左が断層の覆屋、右奥が納屋の覆屋　③発災直後、家主が玄関を開けた際に見えた光景　
④地震で傾いた納屋と断層　⑤地震の変位量が分かるずれた水路

株式会社オオバ
小林高浩・丸山 昇・木村晃一・堀田旭宏・小林毅美・
松岡史展・大矢周平

新しい市民参加手法による魅力あふれる
公園づくり構想

奨 励 賞

作品概要
作品名─── 新しい市民参加手法による魅力あふれる公園づくり構想
所在地─── 愛知県刈谷市
                      市内5公園（洲原公園、岩ケ池公園、刈谷市総合運動公園、亀城公園、
                      フローラルガーデンよさみ）
発注──── 刈谷市 都市政策部公園緑地課（現 都市公園部公園整備課）
事業目的 ── 刈谷市内の5公園を対象に、誰もが行きたくなるような魅力あふれる
                      公園とするため、市民意見を取り入れた「公園づくり構想」の策定を行う。
策定体制── 市民公園づくり会議（地域住民や各種団体、中学生、大学生、公募市民）
                      構想策定委員会（学識経験者、各種団体・事業者の代表、関係機関職員）
                      事務局（刈谷市公園緑地課・スポーツ課、株式会社オオバ）
計画──── 株式会社オオバ（企画・運営、構想策定、PR動画作成）
計画期間── 2021年7月～ 2023年9月
規模──── 対象公園面積　５公園合計（112.4ha）

　地域の魅力向上や緑豊かな潤いのあるまちづくりに向けて、
刈谷市内の公園のうち、各地域の顔である都市基幹公園クラス
の５つの公園を対象に、市民が本当に望む公園の将来像を描く
構想づくりを行った業務である。様々な視点で公園を考える
テーマを設定し、地域全体の視点に立って意見交換を行うなど、
市民が自ら学び考えるワークショップ・プログラムを本プロジェ
クト推進の柱に据えて、72名の参加者が集う「市民公園づく
り会議」で構想づくりに取り組み、そのプロセスでは市民意見
の代表性と中立性を求めた市民参加手法を模索して実践した。
　現在、市民も主体的に関わる新しい官民連携手法によって公
園の魅力向上や利活用促進を図るという、新たなエリアマネジ
メントの仕組みに基づいて「魅力あふれる公園づくり事業」が
進められており、推進委員会に市民公園づくり会議メンバーが
多数加わっている。市民が想い描く魅力あふれる公園の誕生を
期待したい。

①幅広い世代・所属で構成された『市民公園づくり会議』
②一人ひとつの公園を専任し12グループに分かれて議論
③公園とともにあるライフスタイルから公園を考える
④会議メンバー自らが公園に出向いてアンケートを実施
⑤市民の考える公園の将来像は言葉とイラストで表現
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